
� Wamyōruijushō�(Categorized�Notes�on�Japanese�Words),�compiled�in�934�ca.�

by�middle�Heian� period� scholar�Minamoto� no� Shitagō� (911-983),� is� an�

encyclopaedic�dictionary�where� terms�are�arranged�according�to�semantic�

categories,�with�notes�on�sources,�Chinese�glosses,� and�notations� in�man’

yōgana�of�kun�readings.�Among�more�than�290�Chinese�and�Japanese�texts�

quoted� in� the�Wamyōruijushō,� there�are�numerous�texts�which�are�quoted�

just� once�or� twice� in�all� the�dictionary.�Usually� these� texts� are�no�more�

surviving,� and� they�were� cited�by�Shitagō�not� directly,� but� from�other�

encyclopaedias.�

� In� this�paper,� I� focus�on� two�quotations,�one� from�a�book� titled�Yidu ji�

(Chronicle�of�Capitals)�and�one�from�a�book�titled�Yidu shanchuan ji�(Chronicle�

of�Capitals,�Mounts�and�Rivers),�both�being� lost�texts.� I�collect�all� the�other�

quotations�tagged�with�the�two�titles,�and�I�try�to�clarify�their�nature.�

� As�a� result,� I� show� that� the� two� titles� refer� to� the� same�book,�whose�

completed� title� is�Yidu shanchuan ji.� It� looks� like� a� detailed�Chinese�

gazetteer� explaining�geographical� and� cultural� information� from�several�

regions,� including�etymologies�of�place�names.� Its� style�recalls� that�of� the�

Tang�period�(618-907)�chronicle�De Tang Xiyu ji�(Great�Tang�Records�on�the�

Western�Regions,�646)�and�of�Japanese�fudoki�(8th�century).�

� In�particular,�I�argue�the�following�three�points.�

� First,�the�gazetteer�was�compiled�by�the�Jin�period�(265-420)�scholar-official�

Yuan�Shansong� (?-401).�Probably,� the�book�was� lost�after�Song�period� (960-
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1279),� since� it� is� largely�cited� in�Tang�period� leishu Yiwen leiju� (Collection�

of�Literature�Arranged�by�Categories,� 624)� and�Chuxue ji� (Writings� for�

Elementary� Instruction,�728)�and� in�Song�period�Taiping yulan� (Imperially�

Reviewed�Encyclopaedia�of� the�Taiping�Era,�977-983).� In�Japan,� it�does�not�

appear� in�Nihonkoku genzai shomokuroku� (Catalogue�of�Books�Extant� in�

Japan,� 891)� and� the� only� two�existing�quotations� are� those� occurring� in�

Wamyōruijushō.�

� Second,�the�two�quotations�in�Wamyōruijushō�are�not�direct�citations,�but�

second-hand�citations�from�Yiwen leiju�and�Chuxue ji.�

� Third,�the�Yidu shanchuan ji�is�a�gazetteer,�whose�contents,�as�known�by�

extant�fragmenta,�regard�place�names,�geographical�information,�and�folklore.
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は
じ
め
に

　

日
本
に
お
け
る
地
理
書
の
問
題
は
、「
風
土
記
」
等
の
日
本
で
編
纂
さ
れ
た
地
理
書
を
直
接
検
討
す
る
こ
と
の
他
に
、
そ
う
し
た
地

理
書
編
纂
に
影
響
を
与
え
た
と
思
わ
れ
る
、
中
国
か
ら
の
招
来
典
籍
の
研
究
が
必
要
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、『
和
名
類
聚
抄
』
が
引
用

し
た
『
宜
都
山
川
記
』
に
関
す
る
考
察
を
行
う
。

　

平
安
中
期
の
文
人
・
学
者
で
あ
る
源
順
の
撰
に
な
る
『
和
名
類
聚
抄
』（
以
下
『
和
名
抄
』
と
略
称
）
は
、
日
本
最
初
の
分
類
体
の

漢
和
辞
書
で
あ
り
、
平
安
時
代
承
平
年
間
（
九
三
一
年
〜
九
三
八
年
）
に
醍
醐
天
皇
皇
女
勤
子
内
親
王
の
命
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
。

掲
出
語
（
漢
語
）
の
語
義
を
漢
文
で
注
し
、和
訓
を
万
葉
仮
名
で
加
え
、漢
籍
・
和
書
を
博
捜
し
て
考
証
・
注
釈
を
加
え
る
。『
和
名
抄
』

に
は
廿
巻
本
系
と
十
巻
本
系
の
二
つ
の
系
統
が
あ
り
、
廿
巻
本
系
に
三
二
部
二
四
九
門
、
十
巻
本
系
に
二
四
部
一
二
八
門
が
あ
る
。

（
１
）

　
『
和
名
抄
』
に
お
け
る
先
行
す
る
類
書
、
韻
書
の
類
な
ど
か
ら
の
間
接
引
用
、
所
謂
孫
引
き
に
関
し
て
、
藏
中
進
氏
は
次
の
よ
う
に

述
べ
ら
れ
た
。

　
『
和
名
抄
』
に
引
用
さ
れ
て
い
る
書
名
を
通
看
す
る
と
、
漢
籍
に
つ
い
て
は
、
経
史
子
集
の
全
般
に
渉
っ
て
主
要
な
顔
ぶ
れ
が

見
ら
れ
、
更
に
内
典
、
雑
家
、
俗
書
の
類
ま
で
も
含
ま
れ
て
い
て
、
そ
の
上
に
か
な
り
の
和
書
も
数
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
当
時

二
一
歳
す
ぎ
で
あ
っ
た
撰
者
の
読
書
範
囲
の
広
い
の
に
一
驚
せ
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
尤
も
こ
れ
ら
の
書
中
に
は
、
先
行
す

古
代
日
本
に
お
け
る
地
理
書

『
和
名
類
聚
抄
』
所
引
『
宜
都
山
川
記
』
を
め
ぐ
っ
て
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る
類
書
、
韻
書
の
類
な
ど
か
ら
の
引
用
（
い
わ
ゆ
る
孫
引
き
）
も
当
然
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
、
す
で
に
例
え
ば
切
韻
関
係
の
多

く
は
菅
原
是
善
撰
『
東
宮
切
韻
』
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
も
い
る
。（
中
略
）『
和
名
抄
』
の
選
者
は
実
際
に
こ

れ
ら
を
手
に
し
て
こ
と
か
ら
引
用
し
た
も
の
で
は
な
く
、
お
そ
ら
く
『
芸
文
類
聚
』
ご
と
き
先
行
類
書
か
ら
の
引
用
（
孫
引
き
）

と
考
え
て
よ
い
も
の
で
あ
ろ
う
。
（
２
）

　
『
和
名
抄
』
に
は
引
用
例
が
一
例
し
か
な
い
出
典
も
数
多
く
見
ら
れ
、
そ
の
多
く
は
佚
書
で
あ
り
、
源
順
が
直
接
本
文
を
参
看
し
た

の
で
は
な
く
、
類
書
か
ら
の
間
接
引
用
で
あ
る
こ
と
が
多
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
林
忠
鵬
氏
、
尹
仙
花
氏
の
研
究
が
あ
る
。

（
３
）

　
『
和
名
抄
』
の
中
に
、
引
用
例
が
一
例
の
み
の
書
目
『
宜
都
記
』
が
存
在
す
る
。
し
か
し
、『
宜
都
記
』
は
、
寛
平
三
年
（
八
九
一
年
）

ご
ろ
に
藤
原
佐
世
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
漢
籍
の
分
類
目
録
『
日
本
国
見
在
書
目
録
』
に
著
録
さ
れ
ず
、
日
本
に
招
来
さ
れ
て
い
た
か

ど
う
か
は
定
か
で
は
な
い
。『
和
名
抄
』
に
一
例
の
み
引
用
さ
れ
、
日
本
へ
の
伝
来
が
確
証
で
き
な
い
佚
書
『
宜
都
記
』
に
つ
い
て
も
、

類
書
か
ら
の
間
接
引
用
の
可
能
性
が
想
定
さ
れ
る
。本
稿
は
、『
和
名
抄
』
諸
本
と
類
書
の
本
文
と
を
比
較
し
て
、諸
書
に
散
ら
ば
る
『
宜

都
記
』
の
佚
文
を
収
集
し
、
そ
の
本
文
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、『
和
名
抄
』
に
引
く
『
宜
都
記
』
の
性
格
を
あ
き
ら
か
に
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　
　
　
　

一
、『
和
名
抄
』
所
引
佚
書
『
宜
都
記
』『
宜
都
山
川
記
』

　
『
和
名
抄
』に
引
く『
宜
都
記
』の
唯
一
例
は
廿
巻
本
系
で
は
巻
十
一「
牛
馬
部
」第
一
四
九「
牛
馬
毛
」、十
巻
本
系
で
は
巻
七「
牛
馬
部
」

第
一
〇
五
「
牛
馬
毛
」
の
「
黄
牛
」
条
で
あ
り
、
そ
の
和
名
は
『
弁
色
立
成
』
を
引
い
て
「
阿
米
（
女
）
宇
之
」
と
記
さ
れ
る
。

（
４
） 

　

表
1
は
、『
宜
都
記
』
を
引
く
『
和
名
抄
』「
黄
牛
」
条
の
諸
本
の
本
文
を
対
照
し
て
示
し
た
も
の
で
 あ
る
。
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＊
表
1　
「
牛
馬
毛
」
門
に
お
け
る
「
黄
牛
」
の
本
文
異
同

　

表
1
か
ら
知
ら
れ
る
よ
う
に
、「
黄
牛
」
条
の
本
文
異
同
は
、
和
名
を
万
葉
仮
名
で
 記
す
「
米
」「
女
」 

の
み
で
あ
り
、『
宜
都
記
』

本
文
に
は
諸
本
に
異
同
が
な
い
。

黄
牛
灘
、
有
人
牽
黄
牛
。 

（
黄
牛
の
灘
、
人
有
り
て
、
黄
牛
を
牽
く
。）

　

文
政
十
年（
一
八
二
七
年
）に
成
立
し
た
狩
谷
棭
斎
の『
和
名
抄
』の
注
釈
書
で
あ
る『
箋
注
倭
名
類
聚
鈔
』の「
黄
牛
」条
に
つ
い
て
、

廿巻本

伊
勢
廿
巻
本

黄
牛
宜
都
記
云
、
黄
牛
難
有
人
牽
黄
牛
、
辨
色
立
成
云
、
阿
米
宇
之

天
正
本

黄
牛
宜
都
記
云
、
黄
牛
難
有
人
牽
黄
牛
、
辨
色
立
成
云
、
阿
米
宇
之

元
和
活
字
本

黄
牛
宜
都
記
云
、
黄
牛
難
有
人
牽
黄
牛
、
辨
色
立
成
云
、
阿
米
宇
之

名
古
市
博
物
館
本

ア
メ
ウ
シ

黄
牛

十巻本

伊
勢
十
巻
本

ア
メ
ウ
シ

黄
牛
宜
都
記
云
、
黄
牛
難
有
人
牽
黄
牛
、
辨
色
立
成
云
、
阿
女
宇
之

前
田
本

黄
牛
宜
都
記
云
、
黄
牛
難
有
人
牽
黄
牛
、
辨
色
立
成
云
、
阿
女
宇
之

天
文
本

黄
牛
宜
都
記
云
、
黄
牛
難
有
人
牽
黄
牛
、
辨
色
立
成
云
、
阿
米
宇
之

箋
注
和
名
類
聚
抄

黄
牛
宜
都
記
云
、
黄
牛
難
有
人
牽
黄
牛
、
辨
色
立
成
云
、
阿
女
宇
之
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『
芸
文
類
聚
』
が
『
宜
都
記
』
を
引
用
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

芸
文
類
聚
引
云
、自
峽
口
泝
江
百
許
里
、至
黄
牛
灘
。
南
岸
有
重
山
、山
頂
有
石
壁
、上
有
人
負
刀
牽
黄
牛
。
人
迹
所
絶
、莫
得
究
焉
。

此
所
引
纂
節
、
頗
失
当
。 

（『
芸
文
類
聚
』
に
引
き
て
云
ふ
、
峽
口
よ
り
江
を
泝
る
こ
と
百
里
許
り
、
黄
牛
の
灘
に
至
る
。
南
岸
に
重
山
有
り
、
山
頂
に
石

壁
有
り
、
上
に
人
刀
を
負
ひ
て
黄
牛
を
牽
く
有
り
。
人
迹
絶
ゆ
る
所
、
究
む
る
を
得
る
こ
と
莫
し
。
此
れ
引
く
と
こ
ろ
の
纂
節
、

頗
る
当
を
失
す
。）

　

こ
の
引
用
に
つ
い
て
、
棭
斎
は
「
此
れ
引
く
と
こ
ろ
の
纂
節
は
頗
る
当
を
失
す
」
と
指
摘
し
た
。
つ
ま
り
、
棭
斎
は
、『
芸
文
類
聚
』

に
よ
っ
て
『
宜
都
記
』
の
佚
文
を
参
看
し
、『
宜
都
記
』
に
引
く
「
黄
牛
灘
」
が
 地
名
に
す
ぎ
ず
、「
黄
牛
」、和
名
「
阿
米
（
女
）
宇
之
」

の
説
明
と
し
て
は
的
を
得
て
い
な
い
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

　
『
芸
文
類
聚
』『
和
名
抄
』
箋
注
の
引
く
『
宜
都
記
』
本
文
を
対
照
し
て
示
す
と
、
表
2
の
よ
う
に
な
る
。

　

＊
表
2　
『
芸
文
類
聚
』『
和
名
抄
』『
箋
注
和
名
類
聚
抄
』
の
比
較

『
芸
文
類
聚
』

袁
山
松
宜
都
山
川
記
曰
、
自
峽
口
泝
江
百
許
里
、
至
黄
牛
灘
、
南
岸
有
重
山
、

山
頂
有
石
壁
、
上
有
人
負
刀
牽
黄
牛
、
人
迹
所
絶
莫
得
究
焉
。

『
和
名
抄
』

　
　
　

宜　
　

都
記
云
、　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

黄
牛
難

　
　
　
　
　
　
　

有
人　
　

牽
黄
牛

『
箋
注
和
名
類
聚
抄
』　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

自
峽
口
泝
江
百
許
里
、
至
黄
牛
灘
、
南
岸
有
重
山
、

山
頂
有
石
壁
、
上
有
人
負
刀
牽
黄
牛
、
人
迹
所
絶
莫
得
究
焉
。
此
所
引
纂
節
頗

失
当
。
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表
2
か
ら
、棭
斎
が
引
用
し
た『
芸
文
類
聚
』本
文
と『
芸
文
類
聚
』現
行
本
本
文
は
一
致
す
る
。『
和
名
抄
』「
牛
馬
毛
」門
に
引
く『
宜

都
記
』
は
、類
書
『
藝
文
類
聚
』
か
ら
の
引
用
で
あ
る
可
能
性
が
想
定
さ
れ
る
。
し
か
し
、『
芸
文
類
聚
』
は
、引
用
書
目
が
『
宜
都
記
』

で
は
な
く
、『
宜
都
山
川
記
』
に
作
る
。『
宜
都
記
』
は
、『
宜
都
山
川
記
』
の
略
称
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

一
方
、『
和
名
抄
』巻
一
水
部「
温
泉
」条
に
は
、『
宜
都
山
川
記
』な
る
書
物
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。箋
注
は『
宜
都
山
川
記
』に
つ
い
て
、

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

初
學
記
、
太
平
御
覧
、
並
云
、
袁
山
松
宜
都
山
川
記
、
今
無
傳
本
。
新
唐
書
有
李
氏
宜
都
山
川
記
一
巻
、 

未
知
是
否
。

（『
初
學
記
』『
太
平
御
覧
』、並
に
云
ふ
、袁
山
松
の
『
宜
都
山
川
記
』
と
。今
、伝
本
無
し
。『
新
唐
書
』
に
李
氏
の
『
宜
都
山
川
記
』

一
巻
有
る
も
、
未
だ
是
か
否
か
を
知
ら
ず
。）

　

こ
の
箋
注
を
踏
ま
え
て
、
林
忠
鵬
氏
は
『
宜
都
山
川
記
』
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
指
摘
さ
れ
た
。

『
宜
都
山
川
記
』、『
宜
都
記
』：『
唐
書
』
に
「
李
氏
宜
都
山
川
記
一
巻
」
と
、『
太
平
御
覧
』
に
「
袁
山
松
宜
都
山
川
記
」
と
い
う

記
事
が
あ
る
。『
和
名
抄
』
は
お
そ
ら
く
類
書
か
ら
の
孫
引
き
で
あ
ろ
う
。

（
５
）

　
『
宜
都
山
川
記
』
と
い
う
書
名
は
、『
新
唐
書
』
巻
五
八
志
四
八
「
藝
文
」
に
、 

李
氏
宜
都
山
川
記
一
巻 

　
『
太
平
御
覧
』
に
次
の
よ
う
に
載
録
さ
れ
る
。

袁
山
松
宜
都
山
川
記

　

さ
ら
に
、『
初
学
記
』
に
は
、
次
の
『
宜
都
山
川
記
』
本
文
が
確
認
さ
れ
た
。

袁
山
松
宜
都
山
川
記
曰
、
銀
山
県
有
温
泉
、
注
大
渓
。
夏
才
暖
、
冬
則
大
熱
、
上
常
有
霧 

気
。
百
病
久
疾
、
入
此
水
多
愈
。 

　
『
宜
都
山
川
記
』
の
本
文
を
対
照
し
て
示
す
と
、
表
3
の
よ
う
に
な
る
。 

 

（5） － 126 －



　

＊
表
3　
「
水
部
」
に
お
け
る
「
温
泉
」
の
本
文
異
同

廿巻本

伊
勢
廿
巻
本

温
泉　
　
　

冥
都
山
川
記
云
、

山
縣
有
温
泉
。

百
病
久
病
、
入
此
水
多
愈
矣
。
一
云
湯
泉
、
和
名
由
。

天
正
本

温
泉　
　
　

冥
都
山
川
記
云
、

山
縣
有
温
泉
。

百
病
久
病
、
入
此
水
多
愈
矣
。
一
云
湯
泉
、
和
名
由
。

元
和
活
字
本

温
泉　
　
　

冥
都
山
川
記
云
、

山
縣
有
温
泉
。

百
病
久
病
、
入
此
水
多
愈
矣
。
一
云
湯
泉
、
和
名
由
。

十巻本

真
福
本

温
泉　
　
　

冥
都
山
川
記
云
、

山
縣
有
温
泉
。
一
云
湯
泉
、
和
名
由
。

百
疾
久
疾
、
入
此
水
多
愈
矣
。

前
田
本

温
泉　
　
　

冥
都
山
川
記
云
、

山
縣
有
温
泉
。
一
云
湯
泉
、
和
名
由
。

百
疾
久
疾
、
入
此
水
多
愈
矣
。

天
文
本

温
泉　
　
　

冥
都
山
川
記
云
、

山
縣
有
温
泉
。
一
云
湯
泉
、
和
名
由
。

百
疾　
　

、
入
此
水
多
愈
矣
。

箋
注
和
名
類
聚
抄

温
泉　
　
　

宜
都
山
川
記
云
、

山
縣
有
温
泉
。
一
云
湯
泉
、
和
名
由
。

百
疾
久
病
、
入
此
水
多
愈
矣
。

『
初
学
記
』

　
　

袁
山
松
宜
都
山
川
記
曰
、
銀
山
県
有
温
泉
、
注
大
渓
。
夏
才
暖
、
冬

則
大
熱
、
上
常
有
霧　
　

気
。

百
病
久
疾
、
入
此
水
多
愈
。
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出
典
注
記
『
宜
都
山
川
記
』
を
『
和
名
抄
』
諸
本
は
「
冥
」
に
誤
る
が
、箋
注
は
正
し
く
『
宜
都
山
川
記
』
と
し
、『
初
学
記
』
を
引
く
。

こ
の
部
分
が
『
宜
都
山
川
記
』
の
佚
文
で
あ
る
こ
と
に
棭
斎
は
気
づ
い
て
い
た
。

　

狩
谷
棭
斎
箋
注
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、『
和
名
抄
』に
引
く『
宜
都
山
川
記
』と『
宜
都
記
』は
同
じ
書
で
あ
り
、撰
者
は
袁
山
松
で
あ
る
。

ま
た
、『
和
名
抄
』
に
引
く
『
宜
都
山
川
記
』
は
、源
順
が
本
文
を
直
接
参
看
し
て
引
用
し
た
も
の
で
は
な
く
、類
書
『
芸
文
類
聚
』『
初

学
記
』
等
か
ら
の
間
接
引
用
、
所
謂
孫
引
き
で
あ
る
と
み
て
よ
い
。

　
　
　
　

二
、『
宜
都
山
川
記
』
佚
文
集
成

　
『
宜
都
山
川
記
』『
宜
都
記
』
な
る
書
は
現
在
伝
わ
っ
て
お
ら
ず
、夙
く
散
佚
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。そ
こ
で
、佚
書
と
見
ら
れ
る
『
宜

都
山
川
記
』
に
つ
い
て
諸
書
に
散
ら
ば
る
佚
文
を
収
集
し
、佚
文
集
成
を
試
み
た
も
の
が
、表
4
の
『
宜
都
山
川
記
』
佚
文
集
成
で
あ
る
。

　
『
宜
都
山
川
記
』
は
、『
和
名
抄
』
に
二
例
し
か
引
用
さ
れ
て
い
な
い
。し
か
し
、棭
斎
箋
注
は
『
初
学
記
』『
太
平
御
覧
』
に
「
袁
山
松
『
宜

都
山
川
記
』」、『
新
唐
書
』
に
「
李
氏
『
宜
都
山
川
記
』
一
巻
」
と
書
名
を
あ
げ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。 

　
『
宜
都
山
川
記
』
を
引
用
す
る
典
籍
は
少
な
く
、『
日
本
国
見
在
書
目
録
』
に
も
書
名
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
管
見
の
範
囲

で
は
、
漢
籍
に
四
例
、
和
書
に
二
例
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

ま
た
、『
和
名
抄
』の
用
例
は『
和
名
抄
』に
影
響
を
与
え
た
と
さ
れ
る
類
書『
初
学
記
』『
芸
文
類
聚
』『
太
平
御
覧
』に
も
認
め
ら
れ
る
。 

付
表
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、『
宜
都
山
川
記
』
を
引
用
す
る
典
籍
と
引
用
箇
所
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
（
６
）

唐
・
武
徳
七
年
（
六
二
四
年
）
歐
陽
詢
等
撰
『
芸
文
類
聚
』：
五
例
。 

唐
・
開
元
十
六
年
（
七
二
八
年
）
徐
堅
等
撰
『
初
学
記
』：
五
例
。

宋
・
太
平
興
国
二
年
（
九
七
七
年
）
〜
八
年
（
九
八
三
年
）
頃
李
昉
等
奉
勅
撰
『
太
平
御
覧
』：
十
二
例
。
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北
宋
・
郭
茂
倩
撰
『
楽
府
詩
集
』：
二
例
。

　
『
宜
都
山
川
記
』
の
引
用
箇
所
は
、
以
上
の
十
五
例
で
あ
る
。
九
箇
所
は
、
諸
書
に
伝
わ
っ
て
い
る
。
一
箇
所
は
、『
芸
文
類
聚
』
か

ら
の
み
、
五
箇
所
は
『
太
平
御
覧
』
か
ら
の
み
引
用
さ
れ
て
い
る
。

　
『
宜
都
山
川
記
』
を
引
用
す
る
三
つ
の
漢
籍
は
、類
書
に
分
類
さ
れ
る
。類
書
で
は
な
い
北
宋
の
楽
府
の
総
集
『
楽
府
詩
集
』
に
は
、『
宜

都
山
川
記
』
が
二
箇
所
の
み
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、こ
れ
ら
の
二
箇
所
は
、付
表
の
4
「
黄
牛
灘
」
と
5
「
三
峡
」
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、

先
行
す
る
類
書『
芸
文
類
聚
』『
太
平
御
覧
』に
も
確
認
さ
れ
、こ
れ
ら
の
類
書
か
ら
の
引
用
さ
れ
た
可
能
性
が
低
く
な
い
。前
述
の
通
り
、

棭
齋
が
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、『
和
名
抄
』
の
引
用
も
類
書
か
ら
の
孫
引
き
で
あ
る
。

　

＊
表
4　
『
宜
都
山
川
記
』
佚
文
集
成

略
称

【
芸
】：『
芸
文
類
聚
』

【
初
】：『
初
学
記
』

【
太
】：『
太
平
御
覧
』

【
楽
】：『
楽
府
詩
集
』

【
和
】：『
和
名
類
聚
抄
』
元
和
古
活
字
本

【
箋
】：『
箋
注
和
名
類
聚
抄
』
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項
目

本
文

1

峽
口

【
芸
】　　

袁
山
松
宜
都
記
曰
。
自
西
陵
泝
江
西
北
行
三
十
里
。
入
峽
口
。
其
山
行
周
迴
隱
映
。
如

絶
復
通
。
高
山
重
嶂
。
非
日
中
夜
半
。
不
見
日
月
也
。

2

丹
山

【
芸
】　　

袁
山
松
宜
都
記
曰
。
郡
西
北
陸
行
四
十
里
。
有
丹
山
。
山
閒
時
有
赤
氣
。
篭
蓋
林
嶺
如

丹
色
。
因
以
名
山
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

又
曰
。
自
西
陵
東
北
陸
行
百
二
十
里
。
有
方
山
。
其
嶺
四
方
。
素
崖
如
壁
。

天
清
朗
時
。
有
黄
影
似
人
像
。
山
上
有
神
祠
場
。
特
生
一
竹
。
茂
好
。
其

垂
場
中
。
場
中
有
塵
埃
。

則
風
起
動
此
竹
。
拂
去
如
洒
掃
者
。

【
太
】　　
　
　
　

宜
都
記
曰
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

丹
山
。　
　

時
有
赤
気
。
篭
井　
　

如

丹
。　

故
有
此
名
。

3

丹
山

【
芸
】
袁
山
松
宜
都
山
川
記
曰
。
郡
西
北　
　
　
　
　
　
　

有
丹
山
。
天
晴
、　

嶺
忽
有
霧
起
。
迴

転
如
煙
。
不
過
再
朝
、
雨
必
降
。

【
初
】　　
　

宜
都
山
川
記
曰
。
郡
西
北
、
陸
行
三
十
里
、
有
丹
口
。
天
晴
、
出
嶺
忽
有
霧
起
。
回

転
如
煙
。
不
過
再
朝
、
雨
必
降
。

【
太
】　　

宜
都
山
川
記
曰
。
郡
西
北　
　
　
　

三
十
里　

有
丹
山
。
天
晴
、
山
嶺
忽
有
霧
起
。
回

転
如
煙
。
不
過
再
朝
、
雨
必
降
。

4

黄
牛
灘

【
芸
】　　
　
　
　

袁
山
松
宜
都
山
川
記
曰
、
自
峽
口
泝
江
百
許
里
。
至
黄
牛
灘
。
南
岸
有
重
山
。

山
頂
有
石
壁
。
上
有
人
負
刀
牽
黄
牛
。
人
跡
所
絶
。
莫
得
究
焉
。

【
楽
】　　
　
　
　
　
　
　

宜
都
山
川
記
曰
、
自　
　
　
　
　
　
　
　
　

黄
牛
灘　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
入
西
陵
界
、
至
峡
口
一
百
許

里
、
山
水
紆
曲
、
林
木
高
茂
。

【
和
】　　
　
　
　
　
　
　

宜
都　
　

記
云
、　　
　
　
　
　
　
　
　
　

黄
牛
難　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

有
人　
　

牽
黄
牛

【
箋
】
藝
文
類
聚
引　
　
　
　
　
　
　
　

云
、
自
峽
口
泝
江
百
許
里
、
至
黄
牛
灘
、
南
岸
有
重
山
、

山
頂
有
石
壁
。
上
有
人
負
刀
牽
黄
牛
。
人
迹
所
絶
。
莫
得
究
焉
。
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5

三
峡

【
芸
】　　
　

宜
都
山
川
記
曰
。　
　
　
　
　

峽　
　
　
　
　
　
　

中　
　
　
　
　
　
　

猿
鳴
至
清
。

諸
山
谷
傳
其
響
。
泠
泠
不
絶
。

【
太
】
袁
山
松
宜
都　
　

記
曰
、楚
之
世
有
三
峡
、高
山
重
□
、非
日
中
半
夜
、不
見
日
月
、猿
鳴
至
清
。

諸
山
谷
伝
其
響
。
泠
泠
不
絶
也
。

【
楽
】　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

猿
鳴
至
清
。

　

山
谷
伝　

響
。
泠
泠
不
絶
、
行
者
聞
之
、
莫
不
懐
土
。

6

西
陵
南
岸

【
初
】　　

袁
山
松
宜
都
記
曰
、
対
西
陵
南
岸
有
山
、
其
峰
孤
秀
。
人
自
山
南
上
至
頂
、
府
臨
大
江

如
縈
帯
、
視
舟
船
如
鳧
雁
。

【
太
】　　

袁
山
松
宜
都
記
曰
、
対
西
陵
南
岸
有
山
、
其
峰
孤
秀
、
人
自
山
南
上
至
頂
、
俯
臨
大
江

如
縈
帯
、
視
舟
船
如
鳧
雁
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

又
曰
、
大
江
清
濁
分
流
、
其
水
十
丈
見
底
、
視
魚
遊
如
乗
空
、
浅
処
多

五
色
石
。

7

下
魚
城

【
初
】　　

袁
山
松
宜
都
記
曰
、
狼
山
県
東
六
十
里
有
山
、
名
下
魚
城
、
四
面
絶
崖
、
唯
両
道
可
上
、

皆
険
峻
。　

山
上
周
回
可
二
十
里
、有
林
木
池
水
、人
田
種
於
山
上
。
昔
永
嘉
乱
、土
人
登
此
避
賊
。

　

守
之
、
経
年
、
食
尽
、
取
池
魚
擲
下
与
賊
、
以
示
不
窮
。
賊
遂
退
散
、
因
此
名
為
下
魚
城
。

【
太
】　　

袁
山
松
宜
都
記
曰
、
狼
山
県
東
六
十
里
有
山
、
名
下
魚
城
、
四
面
絶
崖
、
惟
両
道
可
上
、

皆　

峻
嶮
。
山
上
周
回
可
二
十
里
、有
林　

池
水
、民
田
種
於
山
上
。
昔
永
嘉
乱
、土
人
登
此
避
賊
。

賊
守
之
、
経
年
、
食
尽
、
取
池
魚
擲
下
与
之
、　

示
不
窮
。
賊
遂
退
散
、
因
名
此
為
下
魚
城
。

8

銀
山

【
初
】
袁
山
松
宜
都
山
川
記
曰
、
銀
山
県
有
温
泉
、
注
大
渓
。
夏
才
暖
、
冬
則
大
熱
、
上
常
有
霧
気
。

百
病
久
疾
、
入
此
水
多
愈
。

【
和
】　　
　

宜
都
山
川
記
云
、

山
県
有
温
泉
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

百
病
久
病
、
入
此
水
多
愈
矣
。
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9

荊
門

【
太
】
袁
山
松
宜
都
山
川
記
曰
、
南
崖
有
山
名
荊
門
、
北
対
崖
有
山
名
虎
牙
、
二
山
相
対
、
其
荊

門
山
在
南
、
上
合
而
下
空
徹
、
山
南
有
像
門
也
。

10

獣
牙
山

【
初
】　
　

宜
都
山
川
記
曰
、
獣
牙
山
有
石
壁
、
其
文
黄
赤
色
、
有
牙
歯
形
。

【
太
】
袁
山
松
宜
都
山
川
記
曰
、
虎
牙
山
有
石
壁
、
其
文
黄
赤
色
、
形
如
歯
形
。

11

神
竜

【
太
】　　
　

宜
都
山
川
記
曰
、
郷
下
村
有
淵
、
淵
有
神
竜
、
毎
旱
、
百
姓
輒
以
□
草
投
淵
上
流
、

魚
死
竜
怒
、
応
時
天
雨
。

12

鍾
山

【
太
】　　

袁
山
松
宜
都
記
曰
、
鍾
山
。
山
根
有
涌
泉
成
渓
、
渓
注
丹
水
、
天
陰
欲
雨
、
輒
有
赤
気
、

故
名
丹
渓
。

13

□
山

【
太
】　　
　
　
　

宜
都
記
曰
、
□
山
、
山
谷
之
内
有
石
穴
、
穴
出
清
泉
、
水
有
神
魚
、
大
者
二
尺
、

小
者
一
尺
、
釣
者
先
請
多
少
、
拝
而
請
之
、
数
満
便
止
。
水
側
有
異
花
、
欲
摘
如
魚
請
。
又
有
異
木
、

名
千
歳
、
叶
似
棗
、
冬
夏
常
青
。
復
有
蒼
範
渓
相
近
。

14

宜
陽
山

【
太
】　　
　
　
　

宜
都
記
曰
、
宜
陽
山
有
風
井
、
穴
大
如
甕
、
夏
出
冬
入
。
有
樵
人
置
笠
穴
口
、

風
吸
之
、
后
於
長
楊
渓
口
得
笠
、
則
知
潜
通
也
。

15

□
山

【
太
】　　
　
　
　

宜
都
記
曰
、
□
山
県
有
文
石
穴
、
平
居
無
水
、
有
渇
者
至
、
請
乞
輒
得
水
、
戯

乞
則
不
得
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

又
曰
、
自
西
陵
北
行
三
十
里
、
有
石
穴
名
馬
穴
。
嘗
有
白
馬
出
食
、
人

逐
之
入
穴
、
潜
行
出
漢
中
、
漢
中
人
失
馬
、
亦
嘗
出
此
穴
、
相
去
数
里
。
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三
、『
宜
都
山
川
記
』
の
性
格

　

表
4
『
宜
都
山
川
記
』
佚
文
集
成
に
よ
っ
て
、
本
書
の
性
格
を
考
察
す
る
こ
と
と
す
る
。

　

ま
ず
、『
宜
都
山
川
記
』
撰
者
・
袁
山
松
は
、唐
・
貞
観
二
二
年
（
六
四
八
年
）
に
成
立
し
た
房
玄
齢
・
李
延
寿
ら
の
撰
に
な
る
『
晋

書
』
巻
十
安
帝
五
年
（
四
〇
一
年
）
に
没
年
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

夏
五
月
、
孫
恩
寇
滬
涜
、
呉
国
内
史
袁
山
松
死
之
。

（
７
）

　

ま
た
、『
晋
書
』
巻
八
三
に
、
袁
山
松
の
伝
記
が
記
さ
れ
て
い
る
。

山
松
少
有
才
名
、博
学
有
文
章
、著
後
漢
書
百
篇
。
衿
情
秀
遠
、善
音
楽
。
旧
歌
有
行
路
難
曲
、辞
頗
疏
質
、山
松
好
之
、乃
文
其
辞
句
、

婉
其
節
制
、
毎
因
酣
酔
縦
歌
之
、
聴
者
莫
不
流
涕
。
初
、
羊
曇
善
唱
楽
、
桓
伊
能
挽
歌
、
及
山
松
行
路
難
継
之
、
時
人
謂
之
「
三

絶
」。
時
張
湛
好
於
斎
前
種
松
柏
、而
山
松
毎
出
遊
、好
令
左
右
作
挽
歌
、人
謂
「
湛
屋
下
陳
屍
、山
松
道
上
行
殯
」。
山
松
歴
顕
位
、

為
呉
郡
太
守
。
孫
恩
作
乱
、
山
松
守
滬
涜
、
城
陥
被
害
。
（
８
）

　

こ
れ
に
よ
っ
て
、
袁
山
松
の
著
作
に
『
後
漢
書
』
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
袁
山
松
撰
『
後
漢
書
』
は
漢
代
に
関
す
る
史
書
で

あ
る
八
家
後
漢
書
の
一
つ
で
あ
る
。

　

し
か
し
、『
宜
都
山
川
記
』
の
書
名
は
こ
こ
に
は
確
認
さ
れ
な
い
。
ま
た
、
宋
・
嘉
祐
六
年
（
一
〇
六
〇
年
）
欧
陽
修
ら
が
撰
述
し

た
歴
史
書
『
新
唐
書
』
巻
五
八
志
四
八
「
藝
文
」
に
は
、『
後
漢
書
』
が
著
録
さ
れ
て
い
る
。

袁
山
松
後
漢
書
一
百
一
巻（

９
）

　

し
か
し
な
が
ら
、こ
れ
ら
の
『
宜
都
山
川
記
』
と
い
う
書
名
が
全
く
見
ら
れ
な
い
。
次
に
、『
宜
都
山
川
記
』
の
成
立
年
代
で
あ
る
が
、

撰
者
・
袁
山
松
の
没
年
は
安
帝
五
年
（
四
〇
一
年
）、『
宜
都
山
川
記
』
の
成
立
年
代
の
下
限
も
大
幅
に
早
く
見
積
も
っ
て
、
こ
の
年
ま

で
で
あ
る
。一
方
、成
立
年
代
の
上
限
と
し
て
は
、表
3
の
用
例
7
に
「
永
嘉
の
乱
」
の
記
事
が
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
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「
永
嘉
の
乱
」
は
西
晋
の
末
永
嘉
年
間
（
三
〇
七
年
〜
三
一
二
年
）
に
起
こ
っ
た
匈
奴
民
族
に
よ
る
叛
乱
で
、上
限
が
三
〇
七
年
に
な
る
。

さ
ら
に
、宋
・
嘉
祐
六
年（
一
〇
六
〇
年
）に
成
立
し
た『
新
唐
書
』巻
五
八
志
四
八「
藝
文
」に
は
次
の
二
つ
の
書
物
が
記
さ
れ
て
い
る
。

李
氏
宜
都
山
川
記
一
巻 

袁
山
松
後
漢
書
一
百
一
巻）

10
（

　

し
か
し
、
こ
こ
に
も
、
袁
山
松
の
『
宜
都
山
川
記
』
は
著
録
さ
れ
な
い
。
ま
た
、『
新
唐
書
』
と
同
時
代
、
北
宋
時
代
に
成
立
し
た

『
楽
府
詩
集
』
に
は
、
一
部
で
あ
る
が
、『
宜
都
山
川
記
』
の
引
用
が
あ
る
。
こ
れ
は
、『
宜
都
山
川
記
』
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
他
の

類
書
な
ど
の
書
物
か
ら
の
間
接
引
用
で
あ
る
可
能
性
が
少
な
く
な
い
。 

　

し
た
が
っ
て
、
宋
時
代
以
前
に
、
す
で
に
『
宜
都
山
川
記
』
は
失
わ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
と
み
て
よ
い
。

　
『
宜
都
山
川
記
』
の
本
文
内
容
の
特
徴
は
、
大
き
く
四
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

　

第
一
に
、「
丹
山
」「
宜
陽
山
」「
方
山
」「
銀
山
」「
獣
牙
山
」「
荊
門
山
」「
鍾
山
」「
重
山
」「
下
魚
城
山
」
の
よ
う
な
山
名
で
あ
る
。

　

第
二
に
、「
神
竜
」「
丹
渓
」
の
よ
う
な
河
川
名
で
あ
る
。

　

第
三
に
、「
黄
牛
灘
」
に
見
ら
れ
る
「
灘
」
な
ど
の
地
名
で
あ
る
。つ
ま
り
、『
宜
都
山
川
記
』
に
収
載
さ
れ
る
の
は
、書
名
の
「
山
川
」

か
ら
類
推
さ
れ
る
よ
う
に
、
山
や
川
の
地
名
、
な
い
し
は
、
そ
れ
ら
を
包
括
し
た
土
地
の
自
然
の
景
色
で
あ
る
。
ま
た
、
用
例
7
「
下

魚
城
」の
よ
う
に
、こ
れ
ら
の
地
名
の
由
来
を
記
す
こ
と
も
あ
る
。そ
し
て
、こ
れ
ら
の
地
域
の
特
徴
的
な
天
候
に
つ
い
て「
雨
必
降
」「
泠

泠
不
絶
」「
応
時
天
雨
」「
天
陰
欲
雨
」「
冬
夏 

常
青
」な
ど
の
気
候
の
表
現
が
少
な
く
な
い
。ま
た
、そ
の
地
域
に
生
息
す
る「
魚
」「
牛
」「
猿
」

な
ど
の
動
物
名
も
見
ら
れ
る
。以
上
の
こ
と
か
ら
、佚
書
『
宜
都
山
川
記
』
は
、中
国
の
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
の
風
土
的
特
徴
を
収
載
し
て
、

そ
の
現
状
や
名
称
の
由
来
な
ど
を
解
説
し
、さ
ら
に
細
か
い
地
理
志
で
あ
っ
た
。そ
れ
は
唐
代
の
地
誌
『
大
唐
西
域
記
』
や
日
本
の
「
風

土
記
」
に
も
通
じ
る
宜
都
の
周
辺
地
域
の
地
理
書
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。  
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お
わ
り
に

　
『
和
名
抄
』「
牛
馬
毛
」
門
に
一
例
の
み
引
用
さ
れ
る
『
宜
都
記
』
は
、
佚
書
『
宜
都
山
川
記
』
の
こ
と
で
あ
っ
た
。 

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
『
宜
都
山
川
記
』
を
引
用
す
る
類
書
『
芸
文
類
聚
』『
初
学
記
』『
太
平
御
覧
』、
お
よ
び
『
楽
府
詩
集
』
の
本
文

を
調
査
し
て
、
そ
こ
に
引
用
さ
れ
る
『
宜
都
山
川
記
』
の
佚
文
を
収
集
し
た
。 

　

こ
れ
に
も
と
づ
い
て
、
佚
書
『
宜
都
山
川
記
』
に
つ
い
て
知
り
得
た
こ
と
は
、
次
の
三
点
で
あ
る
。

　

第
一
に
、『
宜
都
山
川
記
』
は
、
晋
代
・
袁
山
松
の
撰
に
な
る
。
お
そ
ら
く
、
宋
代
以
前
に
散
佚
し
た
が
、
唐
代
類
書
『
芸
文
類
聚
』

『
初
学
記
』、
宋
代
類
書
『
太
平
御
覧
』
に
引
用
さ
れ
て
佚
文
を
の
こ
す
。
日
本
で
は
、『
日
本
国
見
在
書
目
録
』
に
著
録
さ
れ
ず
、『
和

名
抄
』
の
引
用
例
二
例
が
 確
認
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
。

　

第
二
に
、
箋
注
に
指
摘
す
る
よ
う
に
、『
和
名
抄
』
所
引
本
文
は
、
源
順
が
直
接
『
宜
都
山
川
記
』
を
参
看
し
て
得
ら
れ
た
も
の
で

は
な
く
、
唐
代
類
書
『
芸
文
類
聚
』『
初
学
記
』
に
引
く
袁
山
松
撰
『
宜
都
山
川
記
』
本
文
を
間
接
引
用
、
所
謂
孫
引
き
し
た
も
の
で

あ
る
。 

　

第
三
に
、『
宜
都
山
川
記
』
は
地
理
志
で
あ
り
、佚
文
か
ら
知
ら
れ
る
本
書
の
内
容
は
、地
名
や
山
名
、方
位
に
よ
る
場
所
等
を
示
し
、

風
土
景
観
や
地
名
に
か
か
わ
る
伝
承
を
記
す
場
合
も
あ
る
。

【
注
】 

（
1
）　

川
瀬
一
馬
『
古
辞
書
の
研
究
』（
大
日
本
雄
辯
会
講
談
社
、
一
九
五
五
年
十
一
月
）。

 

宮
澤
俊
雅
「
倭
名
類
聚
抄
二
十
巻
本
諸
本
再
考
」（
松
村
明
先
生
喜
寿
記
念
会
編
『
国
語
研
究
』 
明
治
書
院
、
一
九
九
三
年
十
月
）。

 

馬
渕
和
夫
『
廿
巻
本
系
諸
本
の
影
印
対
照
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
八
年
八
月
）。

 

中
田
祝
夫
編
『
元
和
三
年
古
活
字
版
廿
巻
本
倭
名
類
聚
抄
』（
勉
誠
出
版
、
一
九
七
八
年
三
月
）。

 

名
古
屋
市
博
物
館
編
『
名
古
屋
市
博
物
館
資
料
叢
書
二
・
和
名
類
聚
抄
』（
名
古
屋
市
博
物
館
、
一
九
九
二
年
六
月
）。

（14）－ 117 －



 
馬
渕
和
夫
『
十
巻
本
系
諸
本
の
影
印
対
照
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
八
年
八
月
）。

 
東
京
大
学
国
語
研
究
室
編
『
倭
名
類
聚
抄
天
文
本
』（
汲
古
書
院
、
一
九
八
七
年
一
月
）。

 

京
都
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研
究
所
編
『
諸
本
集
成
倭
名
類
聚
抄
』（
臨
川
書
店
、
一
九
六
八
年
七
月
）。 

（
2
）　

藏
中
進
「
序
に
か
え
て
」（
藏
中
進
・
林
忠
鵬
・
川
口
憲
治
『「
倭
名
類
聚
抄
」
十
巻
本
・
廿
巻
本
所
引
書
名　

索
引
』、
勉
誠
出
版
、
一
九
九
九
年
五
月
）
二
頁
。

（
3
）　

林
忠
鴨
『
和
名
類
聚
抄
の
文
献
学
的
研
究
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
二
年
四
月
）。

 

尹
仙
花
「『
和
名
類
聚
抄
』
所
引
「
呉
時
外
国
志
」
に
つ
い
て
」（『
外
国
語
学
会
誌
』
第
四
十
号
、
二
〇
一
一
年
三
月
）。

 

尹
仙
花「『
和
名
類
聚
抄
』に
お
け
る『
法
苑
珠
林
』の
間
接
引
用
に
つ
い
て
〜『
南
州
異
物
志
』『
南
越
志
』を
中
心
に
」（『
東
ア
ジ
ア
比
較
文
化
研
究
』第
十
号
、二
〇
一
一
年
六
月
）。

 

尹
仙
花
「『
和
名
類
聚
抄
』
に
お
け
る
『
法
苑
珠
林
』
の
間
接
引
用
に
つ
い
て
〜
『
広
志
』
を
中
心
に
」（『
水
門
』
第
二
三
号
、
二
〇
一
一
年
七
月
勉
誠
出
版
）。

（
4
）　

拙
稿
「『
和
名
類
聚
抄
』「
牛
馬
毛
」
門
の
本
文
」（『
外
国
語
学
研
究
』
第
十
三
号
、
二
〇
一
二
年
三
月
）。

（
5
）　

林
忠
鴨
『
和
名
類
聚
抄
の
文
献
学
的
研
究
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
二
年
四
月
）
六
三
六
頁
。

（
6
）　

汪
紹
楹
校
『
芸
文
類
聚
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
二
年
）。

 

『
初
学
記
』（
中
華
書
局
、
一
九
六
二
年
）。

 

『
太
平
御
覧
』（
中
華
書
局
、
一
九
六
〇
年
）。

 

『
楽
府
詩
集
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
八
年
）。

 

中
田
祝
夫
編
『
元
和
三
年
古
活
字
版
廿
巻
本
倭
名
類
聚
抄
』（
勉
誠
出
版
、
一
九
七
八
年
三
月
）。

 

京
都
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研
究
所
編
『
諸
本
集
成
倭
名
類
聚
抄
』（
臨
川
書
店
、
一
九
六
八
年
七
月
）

（
7
）　
『
晋
書
』（
中
華
書
局
、
一
九
七
四
年
十
一
月
）。 

（
8
）　

同
右
。 

（
9
）　
『
新
唐
書
』（
中
華
書
局
、
一
九
七
四
年
十
一
月
）。 

（
10
）　

同
右
。

【
附
記
】
本
稿
の
完
成
に
あ
た
り
、
ご
指
導
を
賜
り
ま
し
た
藏
中
し
の
ぶ
先
生
に
、
こ
こ
に
厚
く
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

＊
討
論
要
旨

　

小
野
泰
央
氏
は
、『
和
名
類
聚
抄
』
が
『
初
学
記
』
と
『
芸
文
類
聚
』
以
外
の
類
書
も
参
照
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
、と
指
摘
し
た
。
発
表
者
は
、『
和
名
類
聚
抄
』
に
は
従
来
『
法

苑
珠
林
』
な
ど
か
ら
の
間
接
引
用
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、最
も
影
響
を
与
え
た
類
書
は
『
初
学
記
』
と
『
芸
文
類
聚
』
の
二
書
で
あ
る
、と
回
答
し
た
。小
野
氏
は
、特
に
『
白
氏
六
帖
』

は
『
和
名
類
聚
抄
』
の
序
文
に
も
書
名
が
挙
が
っ
て
い
る
た
め
、
併
せ
て
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
、
と
重
ね
て
指
摘
し
た
。
小
野
氏
の
指
摘
に
付
け
加
え
て
、
司
会
の
海
野
圭
介
氏
は
、

（15） － 116 －



特
に
ど
の
類
書
か
ら
影
響
を
受
け
て
い
る
か
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
平
安
時
代
に
お
い
て
知
識
が
ど
の
よ
う
に
伝
達
さ
れ
、
教
養
の
層
が
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
解
明

す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
、
と
本
研
究
の
可
能
性
を
示
唆
し
た
。

　

ロ
バ
ー
ト
･
キ
ャ
ン
ベ
ル
氏
は
、
本
発
表
の
平
安
文
学
研
究
に
お
け
る
意
義
に
つ
い
て
質
問
し
た
。
発
表
者
は
、
平
安
時
代
に
は
中
国
文
学
か
ら
様
々
な
影
響
を
受
け
て
い
る
と

は
い
っ
て
も
、
直
接
漢
籍
に
当
た
る
こ
と
は
少
な
く
、
日
本
人
が
書
い
た
書
物
か
ら
間
接
的
に
知
識
を
得
る
こ
と
が
多
か
っ
た
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
た
、
と
回
答
し
た
。
キ
ャ
ン
ベ

ル
氏
は
、
近
世
文
学
に
お
い
て
も
同
様
の
手
法
に
よ
る
研
究
は
よ
く
行
わ
れ
て
い
る
た
め
、
長
い
ス
パ
ン
の
な
か
で
こ
れ
ら
の
研
究
の
意
義
を
考
え
る
手
が
か
り
を
得
た
、
と
述
べ
た
。
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